
【
史
料
紹
介
】

安
房
妙
本
寺
所
蔵
「
富
山
一
流
草
案
」

T
he
D
raft
of
F
usan-ichiryu,H

oused
at
M
yohonji

M
ain
T
em
ple
of
A
w
a

佐
藤

博
信

‾

SA
T
O
,H
IR
O
N
O
B
U

要
旨

こ
こ
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
七
月
二
十
五
日
に
安
房
妙
本
寺
の
住
職
日
要
か
ら
「
富
山
一
流
草
案
」
を
伝
授
さ
れ
た
本
寿
坊
日
杲

が
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
七
月
七
日
に
六
位
公
日
鎮
に
書
写
・
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
妙
本
寺
に
伝
来
す
る
日
杲
自
筆
本
か
ら
の
翻
刻
で
あ
る
。

【
解
題
】

中
谷
山
妙
本
寺
は
、
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
吉
浜
字
中
谷
に
所
在
す
る
日
�

宗
寺
院
で
あ
る
。
た
だ
日
�
宗
寺
院
と
は
い
っ
て
も
、
宗
祖
日
�
本
弟
子
六
人

（
六
老
僧
）
の
一
人
日
興
を
開
祖
と
す
る
富
士
（
日
興
）
門
流
の
寺
院
で
あ
る
。

開
山
は
日
興
―
日
目
と
連
な
る
日
郷
、
開
基
は
佐
々
宇
左
衛
門
尉
で
、
そ
の
起

源
を
鎌
倉
時
代
末
期
に
持
つ
県
内
屈
指
の
古
刹
で
あ
る
（
佐
藤
『
中
世
東
国
日

�
宗
寺
院
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
・
佐
藤
『
安
房

妙
本
寺
日
我
一
代
記
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）。
し
か
も
、
そ

の
歴
史
と
由
緒
を
示
す
が
如
く
、
日
�
・
日
興
・
日
郷
以
下
歴
代
住
職
（「
上

人
」）
の
曼
荼
羅
本
尊
、
十
五
巻
本
「
妙
本
寺
文
書
」
以
下
の
中
世
文
書
、
膨

大
な
聖
教
類
が
僧
俗
一
体
で
格
護
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
中
世
文
書
に
限
っ
て
は
『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
３
（
県

内
文
書
２
）』（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
ほ
ぼ
収
録
さ
れ
一
般
に
供
さ
れ
た
が
、

聖
教
類
に
つ
い
て
は
従
来
堀
日
亨
編
『
富
士
宗
学
要
集
』・『
富
士
学
林
教
科
書

研
究
教
学
書
』
に
部
分
的
に
収
録
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
一
般
に
は
必
ず
し
も
周

知
な
史
料
と
は
い
い
難
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
昨
今
聖
教
類
が
奥
書
を
中
心
に

貴
重
な
史
料
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
よ
り
厳
密
な
校
訂
を
踏

ま
え
た
紹
介
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
前
回
（
本
誌
前
号
掲
載
）
の
安
房
妙
本
寺
所
蔵
「
宗
祖
一
期
略

記

日
我
御
記
」
に
引
き
続
い
て
安
房
妙
本
寺
所
蔵
「
富
山
一
流
草
案
」（
以

下
、
本
書
と
略
す
）
を
紹
介
し
た
い
。
本
書
自
体
は
、
こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た

り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、『
富
士
学
林
教
科
書
研
究
教

学
書
第
三
十
巻
』（
富
士
学
林
、
一
九
七
一
年
五
月
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
堀

日
亨
師
の
書
写
本
（
影
印
）
の
紹
介
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
に
は
、「
依
妙
本
寺

蔵
日
杲
奥
書
之
本
書
写
之
、
但
一
角
朽
損
字
体
不
明
処
不
少
、
須
更
他
本
校
正

之
也
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
五
月

雪
山
日
亨
」
及
び
「
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
十
二
月
廿
九
日
再
校
大
得
正
、
旧
校
近
為
定
本
乎

日
亨
（
花

押
）」
と
み
え
、
妙
本
寺
本
か
ら
翻
刻
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
最
近
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興
風
談
所
の
「
日
興
門
流
史
料
シ
ス
テ
ム
」
に
も
収
録
さ
れ
一
般
に
閲
覧
可
能

と
な
っ
た
。

次
い
で
立
正
大
学
図
書
館
が
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
七
月
に
「
撮
影
」
し

た
「
富
士
門
流
口
伝
草
案
（
日
要
述

日
�
宗
宗
学
全
書
刊
行
会

写
）」
と

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
日
�
宗
宗
学
全
書
刊
行
会
蒐
集
本
」
の
判
が
捺
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
典
拠
本
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
、
日
杲
奥
書
も
み
ら
れ
ず
、

日
要
の
本
文
の
み
で
あ
る
。
写
本
も
見
取
り
写
し
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
善

本
と
は
み
な
し
え
な
い
。

そ
し
て
、
先
述
の
『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
３
（
県
内
文
書
２
）』
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
伊
豆
宇
佐
見
村
行
�
寺
十
三
代
日
全
（
佐

藤
「
伊
豆
参
詣
記
―
宗
祖
日
�
の
聖
跡
を
訪
ね
て
―
」
『
鎌
倉
』
一
〇
二
号
、
二

〇
〇
六
年
十
二
月
）
が
書
写
し
た
安
房
妙
本
寺
所
蔵
「
我
邦
雑
記
」（「
草
案

日
要
」
を
含
む
写
本
）
か
ら
の
紹
介
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
本
奥
書
と
し
て
「
御

正
本
日
州
本
�
寺
ア
リ

妙
本
寺
日
我
（
花
押
）

本
�
寺
日
円
ヨ
リ

伝
授

学
頭
坊
相
承

日
杲
ヨ
リ

免
許
」
と
み
え
、
現
宮
崎
県
児
湯
郡
新
富
町
所
在
の
本
�

寺
（
佐
藤
「
日
向
参
詣
記
―
安
房
妙
本
寺
の
旧
末
寺
を
訪
ね
て
―
」『
千
葉
大

学
人
文
研
究
』
三
十
六
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
に
「
御
正
本
」
が
存
在
し
た

と
い
う
。
こ
れ
は
、
年
代
的
に
「
草
案

日
要
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

れ
自
体
が
日
要
の
自
筆
本
で
あ
っ
た
か
否
は
不
明
で
、
む
し
ろ
写
本
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
度
、
以
上
の
三
本
の
写
本
と
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
日
杲
自
筆
本
と
を
照

合
し
た
と
こ
ろ
そ
れ
な
り
に
異
同
が
確
認
さ
れ
、
三
本
と
も
必
ず
し
も
厳
密
な

書
写
・
校
訂
を
踏
ま
え
た
も
の
と
は
言
い
難
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
よ
り
原
本

に
近
い
本
書
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
草
案
」
を
纏
め
た
日
要
（
俗
姓
中
村
氏
）
は
、
永
享
八
年
（
一

四
三
六
）
日
向
細
島
（
宮
崎
県
日
向
市
細
島
）
で
生
れ
た
。
長
享
元
年
（
二
年

と
も
。
一
四
八
七
か
一
四
八
八
）
に
日
朝
か
ら
学
頭
坊
を
相
続
し
、
延
徳
元
年

（
一
四
八
九
）
に
日
信
の
跡
を
受
け
て
妙
本
寺
住
職
と
な
っ
た
。
明
応
か
ら
文

亀
年
代
に
か
け
て
は
、
日
向
細
島
の
本
要
寺
（
現
存
せ
ず
）
に
在
住
し
、
文
亀

二
年
（
一
五
〇
二
）
八
月
に
本
寿
坊
日
杲
に
学
頭
坊
を
譲
り
、
ま
た
そ
の
前
後

に
日
清
に
妙
本
寺
住
職
を
譲
り
渡
し
て
お
り
、
故
地
で
隠
居
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
日
清
が
文
亀
三
年
正
月
十
八
日
に
死
去
し
た
た
め
に
、
住
職
に

復
し
安
房
に
戻
っ
た
。
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
十
一
月
十
六
日
に
上
総
下

沢
（
千
葉
県
富
津
市
）
の
妙
勝
寺
（
現
存
せ
ず
）
で
死
去
し
た
。

日
要
は
、
妙
本
寺
の
歴
史
の
う
え
で
開
山
日
郷
・
中
興
の
祖
日
要
・
再
建
の

日
我
の
一
人
と
し
て
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
天
台
教
学
か

ら
御
書
講
義
へ
の
転
換
を
通
じ
て
富
士
門
流
で
い
ち
は
や
く
妙
本
寺
教
学
を
確

立
せ
し
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
来
の
御
書
編
纂
を
踏
ま
え
て
可
能
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
執
行
海
秀
『
日
�
宗
教
学
史
』（
平
楽
寺
書

店
、
一
九
九
六
年
三
月
）
に
も
、
日
要
は
独
立
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
大
石
寺

日
有
と
の
関
係
や
尼
ケ
崎
教
学
（
日
隆
門
流
）
の
影
響
な
ど
に
関
す
る
記
述
は
、

再
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
日
要
は
本
書
以
外
に
も
「
日
要
愚

案
」・「
当
家
口
伝
草
案
」・「
一
代
大
意
抄
見
聞
」・「
五
人
所
破
抄
聞
書
」・「
法

華
本
門
開
目
抄
聞
書
」
な
ど
の
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、
自
筆
本
は
永

正
八
年
六
月
十
三
日
付
「
日
要
愚
案
」（「
定
善
寺
文
書
」）
の
み
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
、弟
子
日
杲
の
筆
に
し
て
年
代
明
記
の
本
書
の
価
値
は
低
く
な
い
。

な
お
、
本
書
の
解
説
に
は
、
大
黒
喜
道
編
著
『
日
興
門
流
上
代
事
典
』（
興
風

談
所
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
草
案
」
は
、
本
奥
書
に
あ
る
様
に
文
亀
三
年
（
一
五
〇

三
）
七
月
二
十
五
日
に
日
要
か
ら
本
寿
坊
日
杲
並
び
に
弟
子
中
に
授
与
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
署
判
に
は
、「
妙
本
寺

日
要
（
花
押
）
六
十
八
才
」
と
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
日
要
か
ら
学
頭
坊
を
譲
ら
れ
た
日
杲
は「
当
家
法
門
於
九
州
、

安房妙本寺所蔵「富山一流草案」（佐藤）
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日
要
弟
子
分
中
第
一
」
と
称
さ
れ
た
人
物
で
、
こ
の
他
多
く
の
聖
教
の
伝
授
や

切
紙
相
承
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
が
さ
ら
に
日
我
に
伝
授
・
相
承
さ
れ
た
こ
と

が
「
妙
本
寺
文
書
」
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
草
案
」
の
日
要
自
筆
本
（
現
存
せ
ず
）
を
伝
授
さ
れ
た
日

杲
が
こ
ん
ど
は
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
七
月
七
日
に
六
位
公
（
阿
闍
梨
）
日

鎮
に
書
写
・
授
与
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
書
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
（
写
真

１
）
に
「
于
時
天
文
二
年
癸巳

七
月
七
日
積
年
六
十
六

学
頭
坊
日
杲
（
花
押
）」

と
み
え
る
通
り
で
あ
る
。
本
書
は
、
学
頭
坊
日
杲
の
自
筆
本
（
十
六
帖
）
で
あ

る
。
表
紙
の
「
重
本

富
山
一
流
草
案

日
要
述
記
」
も
、
日
杲
の
自
筆
と
み

ら
れ
る
。
妙
本
寺
衆
六
位
公
日
鎮
・
継
巡
房
日
応
が
「
日
是
仏
法
御
迷
乱
」
の

時
に
妙
本
寺
代
官
日
我
の
指
示
で
日
向
の
日
杲
の
も
と
に
赴
い
た
際
、
日
杲
が

日
鎮
に
相
伝
し
た
の
で
あ
っ
た
。
日
杲
は
、
同
日
に
「
観
心
本
尊
抄
・
本
因
妙

抄
、
其
外
御
大
事
、
何
茂

従

日
要
上
人
日
杲
相
承
之
分
」（「
妙
本
寺
文
書
」

一
七
〇
）
を
日
鎮
に
伝
授
・
相
伝
し
て
い
る
（
写
真
２
）。
そ
れ
ら
は
、
現
在

写真２ 日杲伝授状

写真１ 日杲「富山一流草案」奥書
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残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
も
、「
日
州
下
向
之
時
」と
み
え
る
。
両
本
は
、
も

ち
ろ
ん
同
筆
で
あ
る
。
ま
た
日
杲
は
、
そ
の
後
の
天
文
六
年
六
月
十
五
日
に
も

日
鎮
の
「
二
度
目
」
の
「
日
州
へ
下
向
」
の
際
に
日
要
「
五
人
所
破
抄
聞
書
」

を
書
写
・
相
伝
し
て
い
る
。
奥
書
は
日
杲
の
自
筆
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
「
右

筆
下
野
公
」
と
あ
る
。
特
別
な
使
命
を
担
っ
た
両
度
に
及
ぶ
「
日
州
下
向
」
に

特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
聖
教
は
、
日
要
の
信
心

根
本
の
在
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
相
伝
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
「
日
是
仏
法
御
迷
乱
」
云
々
の
奥
書
は
、
妙
本
寺
の
歴
史
に
あ
っ
て
妙

本
寺
住
職
日
我
成
立
の
前
提
と
な
っ
た
日
是
の
「
御
迷
乱
」
を
伝
え
る
貴
重
な

史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
日
杲
の
努
力
で
日
是
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
妙
本
寺
（
日
郷
）
門
流
の
化
儀
秘
決
の
混
乱
が
正
さ
れ
、
日
我
が

そ
の
代
官
・
後
継
者
と
し
て
赴
任
し
再
建
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
意
味
で
、
日
杲
は
、
日
我
擁
立
の
最
大
の
立
役
者
で
あ
っ
た
。
日
杲
は
、
天

文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
二
月
二
十
五
日
に
七
十
七
歳
で
死
去
し
て
い
る
（
「
妙

本
寺
年
中
行
事
」）。
そ
の
十
三
回
忌
の
際
の
石
塔
が
日
向
本
永
寺
跡
墓
地
に
伝

存
し
て
い
る
（『
宮
崎
県
題
目
石
塔
調
査
レ
ポ
ー
ト
』
興
風
談
所
、
一
九
九
九

年
六
月
）。

そ
も
そ
も
、
本
書
は
、
日
杲
か
ら
日
鎮
に
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
妙
本
寺
に
も
た
ら
さ
れ
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
日
鎮
は
、
六
位
公
・
新

大
夫
・
法
泉
坊
と
も
い
わ
れ
た
日
要
・
日
杲
の
有
力
弟
子
で
あ
っ
た
。
日
杲
の

指
示
を
受
け
て
妙
本
寺
に
あ
が
っ
た
日
我
を
支
え
る
べ
く
活
躍
し
た
人
物
で
あ

る
。
妙
本
寺
の
末
寺
妙
顕
寺
の
住
職
と
も
な
っ
た
関
係
で
、
そ
の
関
係
史
料
と

し
て
妙
本
寺
に
あ
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
述
の
日
要
「
五
人
所
破
抄
聞

書
」
に
は
、「
納
妙
本
寺

法
泉
坊
ノ
本
也
、
日
我
（
花
押
）」
と
あ
り
、
日
鎮

の
も
の
が
日
我
を
へ
て
妙
本
寺
に
納
め
ら
れ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
日
鎮
関
係

史
料
が
妙
本
寺
に
伝
来
し
た
理
由
に
は
、
こ
う
し
た
事
情
が
存
在
し
た
の
で
あ

る
。
現
在
匡
真
寺
（
神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
）
に
所
蔵
さ
れ
る
日
鎮
宛
日
我

授
大
聖
人
事
・
日
我
置
文
も
、妙
本
寺
か
ら
流
失
し
た
も
の
を
昭
和
十
五
年（
一

九
四
〇
）に
片
山
日
幹
師
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。た
だ
日
鎮
関
係
文
書（「
妙

本
寺
文
書
」「
定
善
寺
文
書
」「
匡
真
寺
文
書
」）
に
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が

あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
書
の
紹
介
に
際
し
て
は
、
い
つ
も
な
が
ら
妙
本
寺
学
頭
鎌
倉
日
誠

師
の
御
教
示
と
御
配
慮
を
頂
い
た
。
ま
た
興
風
談
所
坂
井
法
曄
師
か
ら
も
種
々

御
配
慮
を
頂
い
た
。
写
真
版
の
掲
載
に
際
し
て
は
、
鎌
倉
日
誠
師
の
御
許
可
を

頂
い
た
う
え
で
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
所
蔵
の
も
の
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

併
せ
記
し
拝
謝
す
。

【
本
文
】草

案

富
山
日
要
述
記

夫
以
、
顕
本
遠
寿
之
妙
風
者
吹
払
伽
耶
始
成
之
迹
執
、
久
遠
寿
量
之
恵
日
者

照
タ
マ
ヘ
リ
後
五
百
才
之
長
闇
、
幸
哉
、
我
等
過
テ
在
世
正
像
受
生
末
法
当

今
、
奉
値
本
門
最
要
之
秘
法
事
、
歓
喜
充
□
（
遍
）
身
心
生
大
喜
悦
ナ
ル
ヘ

シ
、
不
可
信
、
不
可
仰
、
凡
本
門
法
花
宗
者
、

本
因
妙
□（
為
）□（
宗
）

極
、
名
字
即
ヲ
定
タ
リ
行
位
ト
、
其
本
因
妙
□
（
者
）、
□
（
久
）
遠
実
成

ノ
釈
迦
如
来
並
ニ
十
方
三
世
諸
□
（
仏
）
菩
薩
於
テ
最
初
凡
夫
地
、
此
ノ
妙

法
�
華
経
ヲ
信
シ
始
メ
玉
ヒ
シ
本
地
真
因
ノ
位
也
、
以
テ
此
久
遠
元
初
之
信

心
ヲ
、
忝
モ
移
シ
末
法
今
時
悪
世
悪
人
ノ
時
機
、
師
弟
共
ニ
三
毒
強
盛
ノ
愚

迷
ニ
令
玉
フ
口
唱
本
門
秘
要
ノ
大
法
妙
法
�
華
経
ヲ
事
、併
ラ
令
然
時
故
也
、

経
ニ
後
五
百
才
中
広
宣
流
布
ト
説
キ
、
大
師
内
鑑
ノ
尺
ニ
後
五
百
才
遠
潤
妙

道
ト
尺
シ
、
末
法
之
初
冥
利
不
無
ト
モ
判
シ

高
祖
師
ノ
従
迹
門
本
門
ハ
摂
下
機
ヲ
教
弥
受
位
弥
時
下
ノ
六
字
可
留
心
被
遊
此
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意
也
、
然
間
、
当
宗
ノ
信
者
行
者
ハ
道
俗
貴
賤
共
ニ
色
心
ノ
二
法
ヲ
納
メ
置

過
去
久
遠
ニ
、
不
知
不
覚
ナ
□
□
（
カ
ラ
）
□
□
無
二
ノ
信
心
ニ
、
無
ク
他

念
奉
唱
南
無
妙
法
□
□
□
（
�
華
経
）
□
（
者
）、
凡
身
即
仏
身
ニ
シ
テ
是

人
於
仏
道
決
□
（
定
）
□
（
無
）
疑
ノ
名
字
不
退
ノ
即
身
成
仏
ヲ
成
就
□
□
、

経
云
我
本
行
菩
薩
道
、
乃
至
所
成
寿
命
今
猶
未
尽
説
キ
、
大
師
ノ
尺
ニ
本
門

以
テ
本
因
為
元
始
ト
尺
シ
、
或
壱
念
信
解
者
即
是
本
門
立
願
之
首
ト
モ
判
シ

高
祖
大
聖
ノ
御
定
判
ニ
、
釈
迦
如
来
ノ
五
百
塵
点
ノ
当
初
凡
夫
ノ
御
時
ト
モ
、

或
ハ
彼
ノ
不
軽
菩
薩
ハ
初
随
喜
ノ
人

日
�
ハ
名
字
ノ
凡
夫
也
ト
、
諸
御
抄
ニ
不
軽
ノ
跡
ヲ
詔
継
ス
ト
在
々
処
々
被

遊
候
ハ
、
此
ノ
本
因
妙
名
字
即
ノ
事
也
、
染
心
符
奉
拝
見
者
也
、
殊
更
本
門

宗
ノ
観
心
ト
者
、
以
テ
堅
固
之
信
力
住
シ
大
慈
大
悲
ニ
、
十
界
皆
成
十
界
久

遠
ト
廻
向
ス
ル
ヲ
名
ル
本
門
事
行
ノ
観
心
ト
也
、
就
中
若
シ
人
耽
リ
世
間
ノ

名
利
ニ
、
□
諸
人
ノ
風
流
ニ
、
此
ノ
一
念
之
信
心
渡
ル
二
途
□
（
事
）
在
之

者
、
是
即
元
品
無
明
ノ
根
源
輪
廻
生
死
ノ
因
縁
可
得
心
者
也
、
当
家
第
三
法

門
ト
者
、
師
弟
共
ニ
住
シ
久
遠
因
形
ノ
信
心
ニ
、
不
移
迹
中
ノ
化
儀
化
法
ニ
、

師
弟
同
聲
ノ
口
唱
ニ
懸
心
、
無
余
念
題
目
要
行
ノ
折
伏
ノ
弘
通
、
不
軽
ノ
往

昔
ヲ
移
シ
、
勧
持
告
勅
ノ
明
文
可
有
其
人
ニ
也
、
富
山
門
人
ハ
本
迹
約
身
約

位
ノ
尺
ト
、
久
遠
名
字
ノ
本
門
ヲ
為
本
、
今
日
熟
脱
ノ
本
迹
二
門
ヲ
為
迹
ト
、

相
承
シ
玉
ヘ
ル
御
秘
伝
ヲ
不
ン
忘
者
、
本
迹
ノ
法
門
開
山
以
来
ノ
御
立
行
ニ

不
可
違
也
、
於
テ
此
□
（
重
）
ノ
法
門
ニ
迹
中
ノ
応
仏
ヲ
造
立
ス
ヘ
キ
耶
ノ

事
、
今
日
熟
脱
ノ
本
迹
二
経
ヲ
読
誦
ス
ヘ
キ
耶
否
ヤ
ノ
事
更
以
不
可
及
諍
論

者
也
、
但
シ
道
心
堅
固
ニ
シ
テ
志
ア
ラ
ン
在
好
士
者
、
遂
談
合
ヲ
事
自
他
ノ

本
望
タ
ル
ヘ
シ
、
理
不
尽
ノ
問
答
、
無
用
ノ
雑
論
等
□
（
者
）
非
仏
法
之
本

意
ニ
、
能
々
此
旨
ヲ
可
得
心
□
（
也
）、
願
ハ
富
山
門
葉
○
捨
我
慢
偏
執
ヲ
、

抛
テ
名
聞
名
利
ヲ
奉
リ
祈
仏
天
、
嘆
キ
宿
習
厚
薄
ヲ
奉
拝
諸
御
抄
ヲ
者
、
争

カ
現
当
ノ
信
心
ヲ
不
成
就
耶
、

一
以
テ
次
ヲ
引
来
ス
、若
シ
人
来
テ
本
迹
ノ
同
異
勝
劣
一
致
ノ
法
門
ヲ
問
ン
時
、

先
ツ
反
詰
シ
テ
云
、
本
迹
ノ
同
異
者
、
台
当
両
宗
上
古
ヨ
リ
異
儀
有
ル
法
門

也
、
殊
ニ
当
宗
ノ
所
詮
不
可
過
之
也
、
乍
去
本
迹
ノ
名
言
数
量
万
多
ニ
シ
テ

不
一
准
、
雖
然
任
字
（
宗
）
旨
ノ
本
意
ニ
大
綱
不
過
両
重
ニ
、
其
二
重
ノ
本

迹
ト
者
、
久
遠
元
初
ノ
本
迹
ト
一
代
応
仏
ノ
本
迹
也
、
何
ノ
重
ニ
於
テ
勝
劣

一
致
ヲ
可
論
談
耶
ト
可
答
、

又
大
聖
出
世
ノ
御
本
意
ハ
此
ノ
両
重
本
迹
ノ
中
ニ
ハ
何
レ
ノ
本
迹
ヲ
御
依
用
候

ヤ
ト
尋
ヘ
シ
、

又
重
テ
サ
テ
勝
劣
一
致
ノ
中
ニ
ハ
何
レ
ヲ
御
□
□
（
修
行
）
候
ヤ
ト
問
ン
事
在

者
、
其
時
ハ
付
テ
御
問
難
□
（
本
）
迹
ノ
正
躰
ヲ
定
テ
勝
劣
一
致
ノ
法
門
ヲ

落
居
申
サ
ン
為
也
ト
可
反
詰
、
問
答
ハ
四
種
ノ
答
ア
レ
共
、
反
詰
ヲ
以
テ
為

所
詮
、
他
ノ
不
審
ヲ
其
マ
マ
請
取
事
、
問
答
末
徹
ノ
事
也
、
能
々
可
習
之
、

一
権
実
ノ
問
答
ノ
時
ハ
、
何
宗
也
ト
モ
先
以
テ
三
説
超
過
ノ
経
文
ヲ
正
意
ト
シ

テ
尋
問
ヘ
シ
、
一
代
ノ
仏
経
宗
々
ノ
依
経
速
也
ト
云
ト
モ
、
三
説
ノ
外
ヲ
ハ

不
可
出
、
殊
ニ
真
言
宗
ナ
ン
ト
別
仏
ノ
説
法
ナ
ン
ト
ト
申
成
ス
事
多
シ
、
取

ツ
メ
テ
三
説
ヲ
以
テ
可
落
居
、
委
細
ハ
真
言
見
聞
抄
ヲ
奉
拝
見
、
如
御
本
意

問
答
ス
ヘ
キ
也
、
何
ノ
宗
何
ノ
門
流
問
答
ノ
時
モ
本
意
ヲ
沙
汰
ス
ル
誠
ニ
以

テ
叶
フ
冥
過
（
加
）
者
也
、
知
恵
才
覚
立
テ
ラ
シ
テ
無
用
ノ
雑
論
却
テ
非
仏

法
ノ
本
意
ニ
、
殊
更
当
門
流
上
代
ヨ
リ
堅
ク
止
ア
ル
事
也
、
当
流
ノ
御
法
門

ハ
本
門
至
極
ノ
下
種
ノ
要
法
ニ
テ
五
味
ノ
主
シ
、
醍
醐
ノ
正
□
（
主
）
ハ
誠

ニ
三
説
ノ
外
超
過
ノ
深
法
ナ
レ
ハ
過
去
本
因
妙
名
字
即
ノ
本
門
立
行
ノ
最
初

ニ
テ
世
々
番
々
諸
仏
菩
薩
ノ
出
世
成
道
ノ
根
本
、
実
ノ
五
味
ノ
主
也
、
第
三

ノ
法
門
ニ
テ
大
聖
開
山
過
去
ノ
不
軽
菩
薩
ヨ
リ
外
ハ
弘
通
シ
給
ハ
ン
秘
法

也
、
連
々
ノ
信
心
談
合
ノ
時
モ
此
存
分
申
候
ツ
ル
、
返
々
モ
閣
万
事
ヲ
偏
ニ

諸
御
抄
ヲ
奉
拝
見
、
本
迹
権
実
ノ
法
門
何
モ
可
有
落
着
者
也
、

日
要
案
云
、
久
遠
元
初
ノ
報
仏
ノ
本
迹
ナ
ラ
ハ
、
本
因
妙
ノ
約
身
約
位
ノ
根
本
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下
種
ノ
名
字
即
ノ
立
行
ナ
レ
ハ
始
終
共
ニ
本
迹
勝
劣
ナ
ル
ヘ
シ
、

又
一
代
応
仏
ノ
上
ノ
本
迹
ナ
ラ
ハ
、
今
日
本
果
妙
ノ
権
実
、
約
智
約
教
ノ
権
実

本
迹
ナ
レ
ハ
一
致
ノ
重
モ
可
有
也
、
然
者
文
義
広
転
ニ
シ
テ
轍
ク
難
会
法
門

也
、
志
ア
ラ
ン
人
習
学
シ
テ
可
得
心
也
、
天
台
伝
教
ノ
智
者
ノ
判
尺
無
量
無

辺
也
、
雖
然
迹
権
本
実
ト
尺
ラ
レ
テ
久
遠
本
迹
ニ
□
（
非
）
□
可
得
心
事
、

当
宗
ノ
信
ノ
一
筋
ナ
ル
ヘ
キ
重
也
、

一
権
実
本
迹
共
ニ
三
説
ノ
文
肝
要
也
、
権
実
ノ
重
ノ
三
説
超
過
ノ
法
門
ハ
漢
土

日
本
ニ
テ
天
台
伝
教
ノ
既
ニ
賢
王
ノ
御
前
ニ
シ
テ
決
シ
勝
負
ヲ
玉
フ
事
、
現

前
ノ
法
門
也
、
何
モ
両
大
師
ノ
問
答
、
三
説
ノ
文
ヲ
以
テ
諸
宗
ヲ
責
破
シ
玉

フ
也
、

又
本
迹
ノ
問
答
モ
三
説
超
過
ノ
重
本
意
タ
ル
ヘ
キ
也
、
其
故
ハ
聊
爾
ナ
レ
共
、

観
心
本
尊
抄
ニ
重
々
ノ
難
信
難
解
ヲ
被
遊
、
再
往
ノ
重
ニ
本
門
独
リ
三
説
ノ

外
難
信
難
解
ノ
正
法
也
ト
御
定
判
ア
テ
、
迹
門
ヲ
モ
三
説
ノ
内
ニ
被
遊
事
、

誠
以
テ
超
過
ノ
重
也
、
惣
シ
テ
上
行
所
伝
ノ
要
法
ハ
三
世
諸
仏
世
々
番
々
ノ

御
出
世
ニ
モ
於
諸
教
中
秘
之
不
傳
ノ
深
法
也
、
サ
テ
五
味
ノ
主
ト
モ
醍
醐
ノ

正
主
ト
モ
名
ル
也
、
仏
々
ノ
五
時
五
味
ノ
説
教
ハ
皆
以
テ
熟
脱
ノ
教
法
ナ
ル

故
也
、
諸
御
抄
ノ
中
ニ
モ
大
田
抄
取
要
抄
西
山
抄
上
野
抄
等
染
心
肝
ニ
奉
テ

拝
見
、
当
家
□
（
法
）
門
ヲ
ハ
可
得
心
也
、
常
ノ
法
談
ノ
時
モ
広
転
ノ
諸
聖

教
、
台
家
ノ
法
門
等
ヲ
ハ
習
学
シ
テ
内
智
ニ
持
テ
御
抄
ノ
御
意
ヲ
深
ク
信
解

シ
、
権
実
本
迹
共
ニ
大
聖
ノ
被
遊
重
ヲ
心
ニ
懸
テ
弘
通
ア
ラ
ハ
即
経
旨
ニ
モ

叶
、
本
書
ノ
実
義
ニ
モ
相
当
ス
ヘ
キ
也
、
惣
シ
テ
当
宗
ノ
法
談
ハ
種
熟
脱
ノ

三
義
ヲ
□
（
簡
）
別
シ
テ
権
実
ノ
法
門
モ
約
部
ノ
尺
ヲ
用
テ
可
沙
汰
也
、
約

教
ノ
尺
ヲ
弘
通
セ
ハ
、
天
台
ノ
止
観
、
権
実
一
致
ノ
里
（
理
）
観
ナ
ル
ヘ
シ
、

是
皆
諸
御
抄
意
也
、
殊
以
テ
富
山
門
流
ハ
過
去
ノ
種
ニ
宗
旨
ヲ
立
ラ
レ
テ
、

本
門
下
種
ノ
立
行
ニ
テ
以
テ
信
心
ヲ
事
行
ノ
観
心
ト
名
タ
リ
、大
師
ノ
尺
ニ
、

自
本
処
来
三
世
益
物
故
此
三
世
皆
属
過
去
ト
判
ル
此
意
也
、
寿
量
品
ノ
失
心

不
失
心
ノ
両
機
皆
名
字
即
ト
習
定
ル
也
、

四
信
五
品
抄
法
�
抄
等
ノ
過
去
ノ
自
我
偈
得
道
ト
被
遊
、
過
去
益
物
ト
云
モ
末

法
下
種
ノ
事
也
、
難
有
御
法
門
也
、
文
殊
ノ
智
恵
富
桜
那
ノ
弁
説
ニ
テ
致
ト

モ
法
談
ヲ
、
不
相
当
諸
御
抄
ニ
者
、
説
法
利
生
何
ノ
有
ニ
得
益
カ
耶
、

一
日
要
云
、
一
宗
ノ
学
者
多
分
当
宗
ノ
本
意
ハ
第
三
ノ
法
門
也
云
々
、
自
元
御

抄
ニ
被
遊
上
者
、
勿
論
ノ
重
也
、
雖
然
只
教
相
ト
ノ
ミ
得
テ
心
、
即
身
成
仏

ノ
事
行
観
心
ト
ハ
無
キ
落
着
歟
ト
覚
候
、

当
門
流
ノ
信
者
ハ
、
久
遠
名
字
ノ
妙
法
ヲ
師
弟
一
同
ニ
奉
ヲ
口
唱
名
ケ
事
行

ノ
法
躰
ト
、
師
弟
同
意
ノ
信
心
ヲ
号
シ
事
行
ノ
観
心
ト
也
、
是
皆
受
持
ノ
一

行
ニ
結
帰
ス
ル
也
、
経
文
ニ
悪
世
末
法
時
能
持
是
経
者
ト
被
説
、
○
以
仏
滅

度
後
能
持
是
経
故
諸
仏
皆
歓
喜
現
無
量
神
力
説
キ
、
受
持
ノ
行
者
ヲ
応
受
持

此
経
是
人
於
仏
道
決
定
無
有
疑
ト
神
力
要
付
ノ
結
文
也
、
此
ノ
行
者
ヲ
能
居

ノ
本
尊
ト
定
メ
、
所
居
国
土
ヲ
常
寂
光
土
ト
モ
名
ル
本
門
戒
壇
ト
モ
也
、
但

シ
可
待
時
ヲ
見
タ
リ
、
此
等
ノ
経
文
ヲ
本
証
ニ
引
玉
へ
ル
事
、
諸
御
抄
ノ
深

秘
也
、
敢
テ
不
可
為
他
伝
重
ニ
テ
候
、

第
三
ノ
教
相
ハ
観
心
ノ
上
ノ
教
相
ニ
テ
、
一
代
聖
教
ノ
主
君
ノ
教
相
也
、
本

門
ヲ
五
味
ノ
主
ト
申
ハ
此
法
門
事
也
、

一
当
門
流
ノ
勤
行
ニ
方
便
寿
量
ノ
両
品
ヲ
読
誦
有
ル
事
、
上
代
ヨ
リ
ノ
儀
式
ニ

シ
テ
開
山
上
人
重
々
ノ
御
義
ト
モ
更
ニ
不
及
料
�
（
簡
）
ニ
、
経
文
御
抄
ノ

本
拠
分
明
ニ
被
遊
候
ヘ
ト
モ
、
末
学
末
徹
ノ
故
ニ
不
得
其
心
ヲ
、
若
シ
大
聖

ノ
御
抄
ニ
不
及
拝
見
者
、
可
待
口
伝
者
也
、
開
目
抄
等
ノ
諸
御
抄
ニ
分
明
也
、

一
末
法
当
時
ノ
法
華
経
ト
者
、
広
略
要
ノ
中
ニ
ハ
要
ノ
法
華
経
也
、
本
門
流
通

永
異
諸
部
ト
尺
ス
ル
此
意
也
、

高
師
（
祖
）
大
聖
妙
法
�
華
経
ノ
五
字
者
、
非
ス
文
ニ
非
義
一
部
ノ
意
耳
ト
御

定
判
有
ル
、
此
要
ノ
法
○
経
ノ
御
事
也
、

又
妙
法
�
華
経
ハ
世
間
ノ
人
ハ
名
ト
思
ヘ
リ
、
サ
ニ
テ
ハ
候
ハ
ス
、
躰
也
、
意
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也
、
所
詮
也
ト
被
遊
、
是
モ
要
ノ
法
花
経
ノ
事
也
云
々
、
可
秘
／
＼
、
方
便

寿
量
等
ノ
読
誦
皆
要
ノ
助
行
也
、
此
ノ
筋
ハ
迹
ノ
文
証
ヲ
借
ル
一
分
也
、
委

細
口
伝
可
在
之
、

一
本
化
上
行
菩
薩
ハ
久
遠
元
初
ノ
支
分
ノ
御
弟
子
、
同
躰
ノ
師
弟
、
一
身
ノ
因

果
ト
者
、
此
ノ
本
化
ノ
御
事
也
、
娑
婆
世
界
ノ
一
切
衆
生
最
初
下
種
ノ
本
師
、

有
縁
ノ
主
師
親
也
、
殊
ニ
本
朝
ニ
教
弥
実
位
弥
下
ノ
本
尊
、
斯
人
行
世
間
能

滅
衆
生
闇
ノ
導
師
ニ
テ
宿
習
深
厚
ノ
大
士
ニ
テ
、
三
国
末
弘
之
万
法
、
能
生

種
子
ノ
大
慢
荼
羅
、
正
像
末
弘
ノ
大
本
尊
也
、

御
示
云
、
仏
滅
後
二
千
二
百
三
十
余
年
一
圓
浮
提
未
曾
有
之
本
尊
ト
被
遊
タ

ル
、
誰
カ
可
疑
、
末
法
下
種
ノ
教
主
、
本
因
妙
ノ
大
師
、
信
謗
彼
此
決
定
成

菩
提
ノ
大
慈
大
悲
也
、

日
�
カ
慈
悲
広
大
ナ
ラ
ハ
此
題
目
者
万
年
ノ
外
未
来
ニ
テ
モ
可
流
布
、
日
本
ニ

渡
テ
仏
法
七
百
余
年
、
未
不
聞
不
見
妙
法
�
華
経
ト
我
モ
唱
ヘ
人
ニ
モ
勧
タ

ル
智
人
ナ
シ
、
是
ヲ
以
テ
可
推
、
月
氏
漢
土
一
円
浮
提
ニ
肩
ヲ
並
ル
者
ハ
不

可
有
御
名
乗
玉
ヘ
リ
、
難
有
主
師
親
也
、
生
疑
不
信
者
即
当
堕
悪
道
ナ
ル
ヘ

シ
、
不
信
謗
法
可
恐
可
慎
、

右
此
ノ
草
案
者
、
日
要
一
期
ノ
信
心
ノ
一
分
也
、
非
他
伝
事
ナ
レ
ト
モ
於
後

代
弟
子
等
、
無
慈
悲
恨
不
便
至
極
之
間
、
載
紙
面
ニ
也
、
縦
ヒ
雖
為
弟
子
分

名
聞
利
養
不
信
高
慢
之
者
ニ
不
可
見
也
、
若
案
立
相
当
御
抄
ノ
本
儀
者
、
尤

可
依
用
也
、
若
又
相
違
諸
御
抄
者
、
愚
老
罪
障
消
滅
可
吊
事
、
三
世
之
可
為

助
成
者
也
、
此
言
若
堕
者
将
来
可
悲
、
先
哲
章
案
大
師
ノ
非
（
悲
）
歎
此
事

也
、
弟
子
分
ノ
中
ニ
モ
非
起
請
文
者
、
不
及
他
見
者
也
、
誠
惶
誠
恐
可
怖
可

信
云
々
、

文
亀
三
年
癸亥

七
月
廿
五
日
ノ
草
案
本
寿
坊
並
ニ
弟
子
等
ノ
中
ニ
所
送
也
、
有

志
者
、
伝
授
シ
テ
不
可
及
他
見
也
、

妙
本
寺

日
要
□
□
（
在
判
）
六
十
八
才

右
此
御
草
案
者
為
メ
定
メ
申
御
使
筑
紫

此
草
案
者
、

日
要
上
人
御
一
期
仰
不
残
御
法
門
ト
テ
日
杲
之
所
江

以
御
自
筆

本
御
相
伝
、
正
本
者
日
杲
所
持
也
、
房
州
妙
本
寺
衆
六
位
公
日
鎮
・
継
巡
房
日

応

日
是
仏
法
御
迷
乱
之
時
、
日
州
末
寺
江

為
使
僧
下
向
之
砌
、
六
位
公
仁

致

相
伝
処
也
、

于
時
天
文
二
年
癸巳

七
月
七
日
積
年
六
十
六

学
頭
坊
日
杲
（
花
押
）

一
地
涌
菩
薩
ヲ
ハ
釈
尊
自
□
□
□
□
□
（
性
処
生
眷
属
）
名
ケ
奉
ル
也
、
尚
待

本
眷
□
（
族
）
□
□
（
菩
薩
）
サ
タ
ノ
御
事
也
、
一
仏
二
名
ノ
本
尊
□
□
（
因

果
）
円
満
ノ
尊
形
也
、
末
法
応
生
ノ
菩
薩
也
、
弥
々
可
秘
名
目
ヲ
仕
フ
事
大

切
也
、

（
さ
と
う
・
ひ
ろ
の
ぶ

本
研
究
科
教
授
）
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